
 

学校保健委員会講話「おなか元気教室」を開催しました。 

ヤクルト販売株式会社より講師を招き、全校児童、保護者の方を対象に

「おなか元気教室」を実施しました。 
毎日の健康生活のためには、正しい生活リズム、よい食習慣や排便の習

慣が大切です。今回は、「おなかの菌学」というテーマで、おなかの中にい

るよい菌を育てるためには、どんなことに気をつけて生活したらいいかを学

びました。また、よい便の見分け方も教えていただきました。 

 ご家庭でもぜひ感想を聞かれ、話題にしてください。 

◇児童の感想より◇ 
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体を守ってくれる菌もあるんだなと思い

ました。私は体を健康にするために、栄養

バランスをとったり、睡眠時間に気をつけ

たいです。        高学年 

腸の中に、100万兆個の菌がいることを初

めて知ってびっくりしました。体の調子

を整えるためには、食事のバランスや睡

眠が大切だと思いました。 

            高学年 

おなかの中の、よいきんとわるいきんが

まいにちたたかってることがわかりまし

た。よいきんは、体にえいようとか、うん

ちがでやすくしているとききました。 

よいきんをふやしたいです。 

             低学年 

おなかの中にある菌を１列にならべた

ら、10万㎞、地球 2周半もあるときいて

びっくりしました。乳酸菌シロタ株と大

腸菌とのたたかいを見て、毎日悪い菌と

たたかって、自分の体を守ってくれてい

るんだと思いました。これからも、早ね、

早おきや健康につながることをやってい

きたいです。      低学年 

教室を受けて、お腹の中の菌は大切にした

いと思いました。人間の体に菌がいること

は知っていたけど、100 兆個もいることが

分かり驚きました。菌を育てられることを

知って、自分が食べたいと思った食べ物だ

けでなく、菌が育つ食べ物も食べようと思

いました。 

            高学年 

いろいろなきんを知ることができました。 

もっと体にいい食べものを食べて、いいき

んをふやします。そして外でもうんどうし

たり、あそんだりしてたいりょくをつけて 

がんばります。      低学年 

便は、色や形で健康かどうか分かり、便は

大切なものなんだと感じました。今までは 

便を見ることはなかったけど、しっかり観

察していきたいと思います。これから、よ

い菌を育てるために、食事・運動・すいみ

んをバランスよくしたいです。 

            高学年 

 

「はやね・はやおき・朝ごは

ん・朝うんち」が健康生活の

ひけつです。 

裏面は栄養バランスのよい朝食レシピです。→ 



 

 

※佐世保市 HPヘルシークッキングコンテストレシピ集より引用 

★寒くなり、あたたかい食べ物がうれしいですね。どうぞお試しください★ 

 


